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関 連 法　大気汚染防止法、水質汚濁防止法、廃棄物処理法、

　　　　　 環境影響評価法、自然環境保全法など

関連条例　環境保全条例、廃棄物の処理の適正化等に関する条例

　　　　　 里山の保全、整備及び活用の促進に関する条例など

⇒⇒⇒

⇒⇒⇒

第２章　県の施策体系
　　環境保全に関する施策の基本として「環境基本法」があり、これに基づき、本県では「千葉県環境

　基本条例」（平成７年３月制定）を制定しました。本条例は環境基本法と整合をはかり、環境の保全

　について、基本理念を定め、並びに県、市町村、事業者及び県民の責務を明らかにするとともに、環

　境の保全に関する施策の基本的な事項を示したものです。

　　また、環境基本条例の基本理念を実現するための計画として、「千葉県環境基本計画」を制定し、

　この下に、個別分野別の計画等を定め、環境保全のための具体的な施策を推進しています。

環 境 基 本 法

千葉県環境基本条例

千葉県環境基本計画（平成８年８月）

ちば新時代環境ビジョン（平成８年２月）

分野別基本計画

・自動車交通公害防止計画（平成15年4月）

・資源循環型社会づくり計画（平成14年10月）

・ちば環境再生計画（平成14年2月）

・地球温暖化防止計画（平成12年12月）

・環境学習基本方針（平成4年3月）

など

環境保全のための具体的な施策

関連法に基づく諸計画

・千葉地域公害防止計画（平成15年2月）

・自動車排出窒素酸化物及び自動車排出粒

　子状物質総量削減計画（平成15年7月）

・湖沼水質保全計画（平成14年3月）

・廃棄物処理計画（平成14年3月）

など
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